







求を表す “I want ～ ”/ “I would like ～ ”/ “I feel like ～ ” や話し手の期待や願望を表す “I hope ～ ”/ “I wish
～ ” に関して，意味の相違，ニュアンスの相違，用いられる状況の相違などを明らかにすることである。なお，







want ～ ”/ “I would like ～ ”/ “I feel like ～ ”/ “I hope ～ ”/ 
“I wish ～ ” に関して，それぞれの意味の相違，ニュアン
スの相違，用いられる状況の相違などを明らかにすること
である。
第2章では一般に同義語とされることの多い “I want～” 
と “I would like ～ ” を比べる。それぞれの特徴に関して
「（A）直接的な “I want ～ ” と間接的な “I would like ～ ”」，
「（B）相手への命令になる “I want you to do ～ ” と “I 
would like you to do ～ ”」，「（C）強い喜びや優しさなど
を表す “I want ～ ”」に分けて論じ，第 2 章の論旨を「（D）
結論」でまとめる。
第 3 章 で は “I feel like ～ ” と “I want ～ ”/ “I would 
like ～ ” を比べる。“I feel like ～ ” は「私は～したい」と
いう意味で話し手の欲求を表すことがあるが，話し手の欲
求を表す “I want ～ ”/ “I would like ～ ” にはないニュア
ンスがある。このニュアンスの違いを「（A）“I feel like ～ ” 
の 2 つの意味」，「（B）“I feel like ～ ” と “I want ～ ”/ “I 
would like ～ ” の相違」に分けて論じ，第 3 章の論旨を「（C）
結論」でまとめる。








2.  “I want ～ ” と “I would like ～ ” の比較





（A） 直接的な “I want ～ ” と間接的な “I would like ～ ”
want は「欲求」を直接示す語である。したがって，“I 
want ～ ” と言えば，I（話し手）の want（欲求）を率直
に訴えていることになる。さらに，相手への要求を含めて 
















ように “I want ～ ” を使って相手への要求を伝えると，話
し手の欲求を直接強く訴えていることになり，相手に命令
しているように聞こえることもある。
（B） 相手への命令になる “I want you to do ～ ” と “I 
would like you to do ～ ”
want の後に you という目的語を置いて “I want you to 
do ～ ” と言うことがある。これは「I（私は）you（あなたに）
want（してほしい）」と訳されるが，you（相手）への要
求を明確にしているためきつい響きがある。特に目上の者
が目下の者に “I want you to do ～ ” を使えば，話し手が
自分の権限を利用して相手に命令しているように聞こえる
ことになる。
例えば，レストランで客がウェイターに “I want you to 




“I want you to do ～ ” ほど強い響きはないが，“I would 
like you to do ～ ” にも命令に近い響きがある。これも特
に目上の者が目下の者に対して “I would like you to do～” 
を使った場合である。
［ex.1］（1）で息子は父親に “Dad, there’s a new game 






もらえていないと思った息子は［ex.3］（3）“Yeah, I want 
one. All my friends have one.” と言っている。このように，
婉曲的な表現を十分に身につけていない子供は，“I want
～ ” で自分の欲求を直接訴えることがしばしばある。




このように，相手への要求を含めて “I want ～ ” が使われ
ると，話し手の欲求を相手に押し付けるような一方的な言
い方をしていることになる。
一方，“I would like ～ ” には “I want ～ ” にない間接
的で丁寧な響きがある。この婉曲的な響きは仮定法過去
would から来るものである。仮定法のニュアンスを含めて 
“I would like ～ ” を訳せば，「I（私は）would（もしかし
たら）like（したいと思っているのですが）」のようにも
なる。
［ex.2］（2）で乗客は “Yes. I’d like a ticket from London 
to Liverpool, please.” と言って，ロンドンからリバプール
までの切符を買いたいと駅員に伝えている。ここでは話し




“I want ～ ” という言い方を避けるのが一般的である。こ
れは want が率直に欲求を伝える語であり，相手への要求
を含めて “I want ～ ” と言った場合には，幼稚で子供っ
ぽい話し方をしているように，あるいは，相手を見下す
ような命令口調で話しているように聞こえるためである。
例えば，［ex.2］（2）で乗客が “Yes. I want a ticket from 
London to Liverpool, please.” と駅員に言えば，客が自分
［ex.2］ 鉄道の駅の切符売り場での会話。乗客が切符を
買おうとしている。
駅員：⑴ “May I help you, sir?”
 「いらっしゃいませ」






［ref.1］ 一方的な命令になる “I want ～ ”
























に “I’d like you to do it right away.” と言っている。この “I 
would like you to do ～ ” には “Do it right away.”（今す
ぐにそれをやりなさい）という命令に近い響きがある。こ
のようなきつい言い方に聞こえるのは，you を目的語とし
て “to do it right away” という行動を直接 you（相手）に
求めているためである。
（C） 強い喜びや優しさなどを表す “I want ～ ”
“I want ～ ” は喜び，感謝，助言などを表すときに使わ
れることがある。この場合には “I want ～ ” に直接的で強
い響きがあるため，優しさや思いやりなどの肯定的な気持
ちが強調されることになる。
［ex.4］（4）で Tom から贈り物をもらった Lucy は “Oh, 
thank you so much, Tom.” という感謝のことばとともに 
“This is just what I’ve always wanted.” と言っている。










上司：⑶ “Have you typed that paper?”
 「あの書類をタイプし終えましたか」
秘書：⑷ “No, not yet.”
 「いいえ，まだです」
上司：⑸ “I’d like you to do it right away. I need it 





母親は子供のことを心配しながら “Jimmy, I want you to 
behave yourself while I’m out.” と言っている。
［ex.5］では目上の母親が目上の息子に対して “I want 




［ex.4］（4）や［ex.5］（1）で “I want ～ ” の代わりに “I 





ここまで論じてきた “I want ～ ” と “I would like ～ ” 
の特徴を次の［ref.2］にまとめる。
［ex.4］ Tom と Lucy は親しい友人同士。Tom が Lucy
にプレゼントをあげている。




Tom：⑶ “It’s a handmade Swiss watch.”
 「スイス製の手作りの時計なんだ」
Lucy：⑷ “Oh, thank you so much, Tom. This is just 





母　：⑴ “Jimmy, I want you to behave yourself 





［ref.2］ “I want ～ ” と “I would like ～ ” の特徴
（1） 欲求を直接表す “I want ～ ” には率直で強い響きが
あり，欲求を婉曲的に表す “I would like ～ ” には
間接的で冷静な響きがある。
（2） 相手への要求を含めて自分の欲求をあらわすとき，
一般の大人は［ex.2］（2）のように “I would like ～ ” 
を使うことが多いが，婉曲的な表現を身につけて
いない子供は［ex.1］（3）のように “I want ～ ” を
使うことがしばしばある。したがって，大人が “I 




want ～ ” が強い命令になることもある。
（4） you への要求を明確に表す “I want you to do ～ ” 
や “I would like you to do～” には強い響きがある。
特に［ex.3］（5）のような状況で目上の者が目下の
者に “I want you to do ～ ” や “I would like you to 





3. “I feel like ～ ” と “I want ～ ”/ “I would like ～ ” 
の比較
“I feel like ～ ” は，“I want ～ ”/ “I would like ～ ” と
同じように，「私は～したい」という話し手の欲求を表す
ことがある。英語を母語とする者は “I feel like ～ ” と “I 
want ～ ”/ “I would like ～ ” をどのように使い分けている
のだろうか。
（A） “I feel like ～ ” の 2 つの意味






［ex.6］（2）で “I felt like crying with rage when I got the 
result.” と言っている。ここで John は「I（私は）crying（泣
く）like（ような）felt（感じがした）」という言い方で試
験に合格しなかったときの口惜しさや怒りを表している。
このように “I feel like ～ ” は「I（私は）like（～のように）
feel（感じる）」という字句通りの比喩表現として使われ
ることがある。
 思いやりなど，肯定的な気持ちを強調するときに “I 
want you ～ ” が使われることもある。




Tom：⑴ “Hey, John. Did you pass the driving test?”
 「ねえ，ジョン。自動車の運転免許の試験には
合格したの」
John：⑵ “No, I failed again. I felt like crying with 









ように “I feel like ～ ” は「私は～したい」という話し手
の欲求を表すときに使われることもある。
（B） “I feel like ～ ” と “I want ～ ”/ “I would like ～ ” 
の相違





feel like ～ ” は “I want ～ ” よりも “I would like ～ ” に
似ていると言える。
ただし，“I feel like ～ ” と “I would like ～ ” には feel 






like ～ ” は like（好む）によって話し手の好みを表してい
るため， “I feel like ～ ” のような自分の欲求の理由をあい
まいにするニュアンスはない。
したがって，［ex.7］（1）で妻が “I would like ～ ” を
使って “Terry, I would like to eat out tonight.” と言った
場合には，それを聞いた夫が妻に外食したい理由につい
て尋ねることもありうる。一方，［ex.7］（1）のように妻
が “I feel like ～ ” を使って “Terry, I feel like eating out 
tonight.” と言った場合には，それを聞いた夫が妻に外食
をしたい理由を尋ねることは普通考えられない。これは妻






妻：⑴ “Terry, I feel like eating out tonight.”
 「テリー，今晩は外食したいわ」
夫：⑵ “OK. What shall we have?”
 「いいよ。何を食べようか」
妻：⑶ “I don’t know.  Is there anything you’d like to 
eat?”
 「わからないわ。あなたは何か食べたいものはある？」




夫：⑴ “Janet, shall we eat out tonight?”
 「ジャネット，今晩は外食しようか」




それに対して妻は［ex.8］（2）で “Well, I’d like to stay 
home, Chris.” と言ってその提案を断っている。そして，
妻はその理由として “It’s raining outside.” と言っている。
このように話し手が自分の欲求の理由を明らかにしている
場合には，“I would like ～ ” が使われることはあるが，“I 
feel like ～ ” が使われることは一般にない。これは “I feel 
like ～ ” に「（理由はわからないけれども）なんとなく～
したい気分だ」というニュアンスがあるためである。
（C） 結論
ここまで考察してきた“I feel like ～”の特徴を次の
［ref.3］にまとめる。
4.  “I hope ～ ” と “I wish ～ ” の比較
“I hope ～ ” と “I wish ～ ” はそれぞれ「私は～を望む」
や「私は～を願う」などと訳されるが，このような訳語か
らでは両者の違いはわからない。英語を母語とする者は “I 
hope ～ ” と “I wish ～ ” をどのように使い分けているだ
ろうか。
（A） ［現実的な期待］
“I hope ～ ” は I（話し手）の［現実的な期待］を表す。
したがって，“I hope（that）S V ～ ” では hope 以下の節 
（SV）で現実を示す直説法が使われる1）。
［ref.3］ “I feel like ～ ” の特徴
（1） “I feel like ～ ” は本来「I（私は）like（～のように）
feel（感じる）」という I（話し手）の feel（感覚）
を表す。
（2） “I feel like ～ ” は「私は～したい」という話し手の
欲求を表すことがある。この意味の “I feel like ～ ” 
は直接的で強い響きのある “I want ～ ” よりも間接
的でやわらかな響きのある “I would like ～ ” に似
ている。
（3） 話し手の欲求を示す場合，“I feel like ～ ” には「（理
由はわからないけれども）なんとなく～したい気分
だ」というニュアンスがあるが，“I would like ～ ” 
にこのような欲求の理由をあいまいにする響きはな
い。
［ex.9］（2）で Kim は “I hope we can get together again 
before long.” と言っている。そして，［ex.9］（3）で Stacy
は “I really hope so, too.” と応えている。ここで Kim と
Stacy はどちらも近いうちに相手と会うことになると思い
ながら「近いうちに会いたい」という気持ちを伝え合って




は［ex.10］（2）で “I really hope so, but it doesn’t seem 
to be likely. We are a long way far behind the schedule.” 
と応えている。“it doesn’t seem to be likely” と言ってい
ることから，期日までに仕事を終えることができる可能性
は少ないと考えていることは明らかだが，ここで部下は
hope を使って “I really hope so” と言っている。このよう
に，現実となる可能性が少ない場合でも，現実となる可能




を表す語だが，後に節（SV）が続く “I wish（that）S V ～ ” 
  together again before long.”
  「あら，ありがとう，ステーシー。またすぐ
に皆で集まりたいわね」
Stacy ：⑶ “I really hope so, too.”
  「私も本当にそう思うわ」
Arnold ：⑷ “Take care, Stacy.”
  「気をつけてね，ステーシー」
Stacy ：⑸ “I will. See you both soon.”
  「うん。じゃあまたね」
Kim ：⑹ “See you.”
  「またね」
Arnold ：⑺ “See you.”
  「またね」
［ex.9］ Kim と Arnold は 夫 婦，Stacy は 彼 ら の 友 人。
Kim と Arnold の家で食事をした Stacy が帰ろ
うとしているところ。Kim と Arnold が Stacy
を見送っている。








上司：⑴ “George, do you think you will be able to 
get the job done by Friday?”
 「ジョージ君，金曜日までに仕事を終わりにす
ることができると思うかね」
部下：⑵ “I really hope so, but it doesn’t seem to 







意味を限定できるのは，“I wish（that）S V ～ ” では必ず
wish 以下の節（SV）で現実にない想像を示す仮定法が使
われるためである。これとは対照的に，後に節（SV）が
続く “I hope（that）S V ～ ” は［非現実的な願望］を表す。




Phil は Abel に “I wish you were here with us.” と言っ
ている。これに対して［ex.11］（4）で Abel は “I wish I 
were, too.” と応えている。




になるのは wish 以下で仮定法の were が使われることか
らも明らかである。
［ex.11］ Phil と Abel は 親 し い 友 人 同 士。 友 人 た ち と
ニューヨークを旅行している Phil が自宅にいる
Abel に電話しているところ。
Phil ：⑴ “Hi, Abel. How are you doing?”
  「やあ，エーベル。元気？」




Phil ：⑶ “Good. Actually, we are having a great 
time. We went to the Statue of Liberty 
yesterday and we are going to see a musical 






Abel ：⑷ “I wish I were, too.”
  「僕もそう思うよ」
Robert からパーティーに来るように誘われた Dick は
［ex.12］（2）で “Well, I wish I could, but I have to work 
on my paper.” と言っている。この “I wish I could” は相
手からの申し出を断るときに使われる慣用句である。
“I wish I could” の could は現実にない想像を示す仮定
法である。したがって，この仮定法 could のニュアンスを
込めて “I wish I could” を訳せば，「（実際はできないが）
I（私が）could（できたら）wish（いいのに）」のように
なる。このように “I wish I could” は「できたらいいのだが」
という［非現実的な願望］を表すことで「実際にはできな
い」という現実を婉曲的に伝える丁寧な表現である。
“I hope（that）S V ～ ” は［ex.11］（3）や［ex.12］（2）
のような状況で［非現実的な願望］を表すことはない。こ
れは hope 以下の従節（SV）で現実を示す直説法が使われ




［ex.13］（3）では Jerry と Cathy の背後の席にいる they
（彼ら）が映画の上映中に話をしている。そのことを不快
に思った Jerry が “I wish they would be quiet.” と言って
いる。この発話には they（彼ら）に対する強い不満や批
判が込められている。






願望］を述べていることになる。このように they は I（話
し手）の願望通りにならないという否定的な判断があるた
め，“I wish they would V ～ ” では they に対する強い不
［ex.12］ Robert と Dick は友人同士。Robert が週末に開
かれるパーティーに Dick を誘っているところ。
Robert ：⑴ “We’re having a party this weekend. 
Would you like to join us?”
  「この週末にパーティーをやるんだ。君も来
ない？」
Dick ：⑵ “Well, I wish I could, but I have to work 
on my paper.”
［ex.13］ Jerry と Cathy の 映 画 館 で の 会 話。Jerry と




Jerry ：⑴ “Hey, don’t you think these guys behind 
us are too noisy?”
  「ねえ，僕たちの後ろにいるあいつら，うるさ
いと思わない？」
Cathy ：⑵ “Yeah, I do.”
  「ええ，そうね」














映画館で話をしている人たちを they で示し，hope を使っ

















ここまで見てきたように，“I wish（that）S V ～ ” で
は従節（SV）で仮定法が使われるため［非現実的な願望］
を表すことになるが，“I wish to do～” や “I wish for 名詞” 
などのように wish 以下に節（SV）を置かないこともある。
このような場合には仮定法を伴わないため，“I wish ～ ” 
が［非現実的な願望］を表すとは必ずしも言えなくなる。






Billy ：⑴ “Close your eyes and make a wish before 
blowing out the candles, Bob.”
  「ろうそくの火を消す前に，目をつぶって何か
お願いしてみたら，ボブ」
Bob ：⑵ “All right...”《目を閉じて祈ってからろうそ
くの火を吹き消す》
  「いいよ・・・」
Billy ：⑶ “What did you wish for?”
  「何をお願いしたの」
［ex.14］（4）で Bob は “I wished for a new bike.” と言っ








ながら Beth に “Yeah. The cooks here are really special. 
They can prepare anything you wish.” と言っている。発
話の内容から明らかなように，この wish も［非現実的な
願望］を表しているとは言えない。
［ex.16］（1）で A は B に “Excuse me. I don’t wish to 
to be offensive but ～ ” と言っている。この “I don’t wish 




［ex.15］ Ben と Beth の会話。Ben と Beth がレストラン
の前を通りかかったところ。Ben が Beth にその
レストランを薦めている。
Ben ：⑴ “Beth, this is a very good restaurant. I 
really recommend it.”
  「べス，ここはいいレストランだよ。お薦めだよ」
Beth ：⑵ “Oh, really?”
  「あら，そうなの」
Ben ：⑶ “Yeah. The cooks here are really special. 
They can prepare anything you wish.”
  「うん。ここの料理人は本当に特別なんだよ。
望みのものは何でも調理してくれるよ」
［ex.16］ A と B は他人同士。禁煙区域で煙草を吸ってい
る B に A が煙草を吸うのをやめてほしいと言っ
ているところ。
A：⑴ “Excuse me. I don’t wish to to be offensive 





B：⑵ “Oh, sorry. I didn’t know that.”
 「ああ，すみません。知りませんでした」




から言われた夫は “OK. Just as you wish.”（わかったよ。









まず，感情的な面や強さの度合いから wish を hope と
比べてみよう。第 4 章（A）で論じたように［現実的な期待］




で wish の代わりに hope を使えば，冷静で落ち着いた［現
実的な期待］を表すことにはなるが，wish のような［一
方的な強い願望］を表すことにはならない。
次に，感情的な面や強さの度合いから wish を want と
比べてみよう。第 2 章で論じたように直接欲求を表す
want は感情的で強い響きはあるが，wish は want よりも
さらに感情的で強い響きがある。例えば，［ex.14］（4）や
［ex.15］（3）や［ex.16］（1）では wish の代わりに want
を 使 っ て “I want a new bike” や “They can prepare 
anything you want.” や “I don’ want to be offensive but
～ ” と言うことができるが，このように want を使うより
も wish を使う方がより感情的で強い響きがある。これは
wish が want にないほどの［一方的な強い願望］を表す
ためである。








で見たように wish 以下の節（SV）で仮定法が使われる “I 
wish（that）S V ～ ” は［非現実的な願望］を表す。この
［ex.17］ 夫婦の会話。食事中に煙草を吸おうとしている
夫に妻が不満を述べている。
妻：⑴ “Oh, Steve. How many times have I told you? 
I don’t want you to smoke while we’re eating.”
 「ああ，スティーブ。何回言ったらかしら。食事
中に煙草を吸わないでよ」








“I hope ～ ” は「～を期待する」だけでなく「～なのか」
という質問を含めて使われることがある。このような［期
待を込めた質問］を “I wish ～ ” で表すことはない。
［ex.18］（3）で息子がケーキを食べたと聞いて母親は息













息子：⑵ “Yeah, I did.”
 「うん，食べたよ」
母親：⑶ “I hope you didn’t eat it all.”
 「まさか全部食べたわけではないわよね」




［ex.19］ Chris と Richard は親しい友人同士。いっしょ
にいた Richard が帰ろうとしているところを見
つけて，Chris が Richard に声をかけている。
Chris ：⑴ “Hey, Richard. Are you leaving?”
  「ねえ，リチャード。帰るの」
Richard ：⑵ “Yeah. I have to go.”
  「うん。行かなきゃいけないんだ」
Chris ：⑶ “I hope I see you at the party tonight.”
  「今晩パーティーで会えるよね」
Richard ：⑷ “Yes, I’ll be there.”
  「うん，行くよ」
Chris ：⑸ “Then, see you later.”
  「じゃあ，また後でね」
Richard ：⑸ “See you later.”
  「じゃあね」
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［ex.19］（3）で Chris は Richard に “I hope I see you at 
the party tonight.” と言っている。この発話には “I want 
to see you at the party tonight.”（今晩のパーティーで
君に会いたい）という期待だけでなく “Are you coming 
to the party tonight?”（君は今夜のパーティーに来る
のか）という質問が含まれている6）。［ex.19］（3）の “I 
hope ～ ” に質問の意味が含まれていることは［ex.19］（4）
の Richard の応答 “Yes, I’ll be there.” からも明らかであ
る。
［ex.18］（3）で母親が息子に “Did you eat it all?” と尋
ねることも可能である。また，［ex.19］（3）で Chris が






［ex.18］（3）や［ex.19］（3）で hope の代わりに wish を使っ
て “I wish you hadn’t eaten it all.” や “I wish I would see 
you at the party tonight.” のように言うことはない。これ




“I wish ～ ” は「～してしまったが～しなければよかっ
た」というニュアンスで［過去の事柄に関する後悔］を表
すことがある。このような［過去の事柄に関する後悔］を 
“I hope ～ ” で表すことはない。
［ex.20］（2）で道が混んでいたため映画の開始時間ま




［ex.20］ Kim と Jennifer は親しい友人同士。Jennifer が
見に行くと言っていた映画について Kim が尋ね
ている。
Kim ：⑴ “Jennifer, did you enjoy the film today?”
  「ジェニファー，今日の映画は面白かった？」
Jenifer ：⑵ “Well, actually, Kim, we missed it. The 
roads were so busy that when we got to 
the theater, it had already started, so we 






ことができなかった。そこで Tom は［ex.21］（2）で Jim




このように “I wish（that）I had 過去分詞～ ” で［過
去の事柄についての後悔］を表すことがある。この場合，
wish 以下の従節（SV）の S が I（話し手）になる。これ
は I（話し手）が I（話し手）の行為についての後悔を表
すためである。また，wish 以下の従節（SV）では “had 





hope ～ ” を使って［過去の事柄に関する後悔］を表すこ
とはない。これは［現実的な期待］を表す “I hope ～ ” で




“I hope ～ ” と “I wish ～ ” はどちらも「～してほしい」
という［相手への要求］を込めて使われることがあるが，
それぞれのニュアンスは大きく異なる。
［ex.21］ Jim と Tom は友人同士。Tom はサッカーの試
合を見に行くつもりだったが，試合の入場券が
売り切れだと聞いてがっかりしている。
Jim ：⑴ “Are you going to see the soccer game this 
weekend?”
  「この週末にサッカーの試合を見に行くの」
Tom ：⑵ “No, I can’t. I hear the tickets have already 


















母親は［ex.22］（1）で “I wish you would clean up this 
mess.” と息子に言って，散らかったものを片づけるよ
うに息子に求めている。このように “I wish （that） you 
would V ～ ” は I（話し手）から you（相手）への要求を
込めて使われることがある7）。
“I wish（that）you would V ～ ” の would は主語の意
志を意味する will の仮定法過去である。仮定法過去は現
実にない想像（あるいは，現実になりそうにない想像）を








［ex.23］（1） で 母 親 は 息 子 に “The taxi will be here 
soon, so I hope you will help me carry that baggage.” と
言って，タクシーが来たときに荷物を運ぶのを手伝うよう
に息子に求めている。このように “I hope（that）you V ～ ” 
は I（話し手）から you（相手）への要求を込めて使われ
ることがある。
［ex.23］（1）“I hope（that）you will V ～ ” の will は
主語の意志を意味する直説法現在である9）。直説法現在は
現実（あるいは現実になりそうなこと）を示すため，“I 





you（相手）への要求を含む “I hope（that）you will V ～ ” 
は you（相手）への強い批判や不満は込められない10）。
 「今？」





母親：⑴ “Hey, John. The taxi will be here soon, so I 






［ex.23］（1）のような状況で “I wish（that）you would 
V ～ ” を使って母親が子供に “I wish you would help me 








ま た，［ex.22］（1） の よ う な 状 況 で 母 親 が 子 供 に “I 










に分けて “I hope ～ ” と “I wish ～ ” を比べてきた。これ





ここまで論じてきた “I hope ～ ” と “I wish ～ ” の特徴
の要点を次の［ref.5］にまとめる。
［ref.4］“I hope ～ ” と “I wish ～ ” の比較
“I hope ～ ” “I wish ～ ”
（A） ［現実的な期待］ ○ ―
（B） ［非現実的な願望］ ― ○
（C） ［一方的な強い願望］ ― ○
（D） ［期待を込めた質問］ ○ ―
（E） ［過去の事柄に関する後悔］ ― ○
（F） ［相手への要求］ ○ ○
［ref.5］ “I hope ～ ” と “I wish ～ ” の特徴
（A） ［現実的な期待］
 “I hope（that）S V ～ ” は hope 以下の従節（SV）
で現実を示す直説法が使われる。したがって，“I 
hope（that）S V ～ ” は［現実的な期待］を表し，［非
現実的な願望］を表すことはない。
（B） ［非現実的な願望］







2） ［ex.9］（2）“I hope we can get together again 
before long.” のように hope 以下の V に can を添え
た場合には，「何とかして can see（会える）ように
なりたい」という強い感情が込められる。一方，“I 
hope we get together again before long.” のように
hope 以下の V に can を添えない場合には，より冷
静に「会いたい」という気持ちを伝えていることに
なる。また，［現実的な期待］を示す “I hope（that）
S V ～ ” では hope 以下が未来の事柄になるが，一
般の会話では hope 以下の V に will を添えないこと
が多い。これは［現実的な期待］を表す “I hope ～ ” 
 で非現実を示す仮定法が使われる。したがって，“I 
wish（that）S V ～ ” は［非現実的な願望］を表し，
［現実的な期待］を表すことはない。
（C） ［一方的な強い願望］
 広い意味で “I wish ～ ” は I（話し手）の［一方的
な強い願望］を表す。この［一方的な強い願望］
には “I wish（that）S V ～ ” で表される［非現実
的な願望］も含まれる。冷静で落ち着いた響きの
ある “I hope ～ ” には［一方的な強い願望］と言え
るほどの強く感情的な響きはない。
（D） ［期待を込めた質問］
 “I hope ～ ” は［期待を込めた質問］を表す一方，“I 
wish ～ ” は［期待を込めた質問］を表すことはな




 仮定法過去完了を伴う “I wish I had 過去分詞～ ” 
は「（実際は～ではなかったが）～しておけばよかっ
た」というニュアンスで［過去の事柄に関する後
悔］を表すことがある。仮定法を伴わない “I hope 
（that）S V ～ ” は［過去の事柄に関する後悔］を
表すことはない。
（F） ［相手への要求］
 “I hope ～ ” と “I wish ～ ” はどちらも［相手への
要求］を表すことがある。ただし，直説法を伴う 
“I hope（that）you will V ～ ” では，行う will（意
志）が you（相手）にあることが前提となるため，
you への強い不満や批判は込められない。一方，仮
















4） この他，喫煙をやめようとしない my husband に関
して “I wish my husband would quit smoking.”（夫
が喫煙をやめてくれるといいんだけど）と言うこと
も考えられる。また，なかなか要点を言わない he
に関して “I wish he would get to the point.”（彼が
要点を言ってくれるといいのだけれど）と言うこと
も考えられる。どちらも “I wish（that）S would V～” 




いてきたときクリスマスカードなどに “I wish you 
a Merry Christmas.”（よいクリスマスをお迎えく
ださい）と書いて人に送ることがある。また，何か
に挑もうとしている相手に “I wish you good luck.”
（幸運を祈っています）と言うことがある。いずれ






6） ［ex.9］（2）“Oh, thank you, Stacy. I hope we can 
get together again before long.” の can get ように，
［現実的な期待］を表す “I hope ～ ” では hope 以下
が必ず未来の事柄になる。しかし，［ex.19］（3）“I 
hope I see you at the party tonight.” の see ように，
［期待を込めた質問］を表す “I hope ～ ” では hope
以下が未来の事柄だけでなく過去や発話時の事柄
になることもある。例えば，［ex.18］（3）“I hope 
you didn’t eat it all.” の didn’t eat は過去の事柄で
ある。また，May I interrupt you?（お邪魔してよ
ろしいでしょうか）という質問を含めて “I hope I’m 
not interrupting you.”（お邪魔になっていないと




む 点 で，［ex.22］（1）“I wish you would clean up 
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this mess.” は［ex.13］（3）“I wish they would be 
quiet.” に似ている。両者の相違は批判や不満の対象
に あ る。［ex.22］（1）“I wish you would clean up 
this mess.” では wish 以下の節（SV）の S が you（相
手）であるため（つまり，you（相手）への批判や
不満が直接 you（相手）に伝わるため），you（相手）
へ の 要 求 に な る。 一 方，［ex.13］（3） の “I wish 




8） この他，帰宅が遅い相手に “I wish you would come 
early for once.”（たまには早く帰宅する気持ちを
持ってほしいものだ）と言うことがある。また，何
かを口に入れたまま話をする相手に “I wish you 
wouldn’t speak with your mouth full.”（口をいっ
ぱいにして話すのをやめてほしいものだ）と言うこ




9） “I hope（that）S V ～ ” で相手への要求を表す場合














表現である。したがって，“I hope（that）you will 
V ～ ” が［相手への要求］を表す場合でも，［ex.23］
（1）“The taxi will be here soon, so I hope you will 
help me carry that baggage.” のように hope 以下
は発話時から時間的にある程度離れた未来の事柄
になる。したがって，相手への要求を含む発話と
同時に相手の行動を求めるような場合には “I hope 
you will V ～ ” を使うことはない。例えば，窓の近
くにいる相手に窓を閉めてもらうように頼むとき，
“Could you shut the window, please?”（窓を閉めて
くれませんか）と言うことがあるが，これと同じ意
味で “I hope you will shut the window.” と言うこ
とはない。
11） ［ex.22］（1）のような状況で “I hope you will clean 







“I hope ～ ” で表されると，必要以上に丁寧な言い
方になって皮肉な響きが生まれるためである。一方，
［ex.23］（1）のように “The taxi will be here soon, 
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